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以上、新津重幸教授の主要実績である。但し、これら以外にも、国立国会図書館のデー
タベース NDL-ONLINE で検索すると 368 件が表示される。月刊 IM（Journal of image & 
information management）、ビューティビジネス：マーケティング情報誌、日本フードサー
ビス学会年報、日本パン技術研究所の製パン情報誌、流通情報、経営教育、経済界、マネ
ジメント、日経広告手帖などの雑誌にも多数寄稿されている。また、各企業提案型営業研
修・市場開発研修の実務実施や各地域産業育成並びに、多くの地域・観光開発に携わり実
務実績を保有している。 
 
 
 
